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1)2体力 ,5体力両方を持つ simple liquid_sKついて ,有効な統計力学
幹事接を考察す ること｡ (単にpai.T theory の宙次琴論でない !)
?) そ の場合,Hamiltonianに表われた 2体力,5捧カか ら,相関 効果をと
り入れた t2体力 "を設定できをいであろ うか . その Q 2体力 "を摺いた
effective pair intLeraCtioT〕theoryで ,つ じつまをあわせることが
可能をのであろ-5か.可能を限界,および決定的に破端をもち来たす物理量
は何であろうかC-
5)電子論から鼻かれた,液 体金属の場合の 2体力,5体力について, 2)の
上述の問題点を詳細vc換討することが最後の段階であろ う.
濫丁5 液体金属中のイオン間多体力
東北大 J･埋 渡 部 三 ′一雄
金属中の イオン間二体力vtは,イオン間の直轟相互作用 (ク-ロン斥力,閉I
穀電子の交換反磯力等)の他vC,伝暮電子を媒介 とした駐接相互作用,す夜お
ち或 るイオンの場tK より傭格した転を電子の遮蔽場を他の イオンが厳ず ること
に よる相互作用が存在するととは良 く知 られているO全 く同様に,一般に多 く
の イオンの伝導電子を媒介 とする相互作用が金属由のイオン間多体力の ｡rU
gin として考えられるO 実際に,このような有効 イオン間相互作用を定量的 Uc
評価する際に,電子闇相互作用の高次効果 (いわゆる exchange,correla-
tion effectlを考慮に入れることが重要であることが,二体力の具体的計
算の瞭 vcJ知 られていることに注意したいO従っ七 ,多体力の評価の際に も,電
子間の相互作用が正 しく取扱える形にまず定式化することが必要である｡
一般の多体力の定式化は,或るイオン配置に対する電子系の自由エネ′レギ ー
を電子 ･イオン間相互作用について展匪 す~ることにより行 うことが出来 る｡ こ
の際 ,ニ捧力は電子 ガス系の遮蔽群数 (電子酪相互階用について exac七夜もOT;I)
vcよりきめ られることが知 られているが,一般に有効 n体力は電子の d.ensity
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fluctuation operator P色 が n 個 か か っ た n 体 の ダ リ ～ ン 関 数 , い わ ば
n次の分 極 関 数 把 よ り き め ら れ る こ と が 示 さ れ る . 有 効 二 体 力 を 求 め る 際 に と
られている 電 子 間 相 互 作 用 に 対 す る 種 々 の 近 似 法 は こ の n 次 の 分 梅 開 数 を 計 算
す る場合に も 有 効 で あ る o
今後の研究 計 画 と し て', 鮎 単 夜 金 属 (7 7レ カ .)金 属 や 非 遷 移 多 価 金 属 ) vcつ
いて ,数値的 vz:多 匪 力 の 大 き さ を 評 価 し た い ｡ 更 に , 多 体 力 が ど qつよ う を 効 果
を液 体金属の諸 物 性 vC及 ぼ す か , 多 捧 力 が ど の よ う な 形 で , ま た ど の よ う 充 近
似 で有効 'tニ 体 力 " と し て く り 込 み 得 る か 等 , 田 中 氏 の 項 で 述 べ ら れ て い る 問
題 点 と髭ミ連 して興 味 あ る 点 で あ る ｡
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